週休日の振替を行った際の時間外勤務手当措置の考え方
○　給与条例には「あらかじめ割り振られた１週間の勤務時間を超えて勤務した場合、勤務した全時間に対して、１時間につき、25/100から50/100での範囲内で定める割合を乗じた額に相当する金額を時間外勤務手当として支給する。」とされており、人事委員会規則により、その割合は25/100と定められている。これは週休日の振替について、当該週を超えて行った場合に適用される。原則として振替えた週休日について、再度、振り替えることが出来ないため、週休日の振替を行った日について、勤務を命じられた場合は時間外勤務手当（135/100）を支給することとなる。
＜具体例１－基本形＞

	月/日/曜
	勤務の実態
	①
	②
	解　　説

	3/5
	金
	
	
	
	

	6
	土
	
	
	
	

	7
	日
	週休日

６時間の時間外勤務
	40Ｈ
	50Ｈ
	２時間の時間外勤務手当を支給

４時間の週休日を3/16へ振替

※週休日の勤務に対して当該週を超えて振替えているので、４時間分について、25/100の時間外勤務手当を支給

	　 8
	月
	２時間の時間外勤務
	
	
	２時間の時間外勤務手当を支給

	　 9
	火
	
	
	
	

	　10
	水
	
	
	
	

	　11
	木
	
	
	
	

	　12
	金
	２時間の時間外勤務
	
	
	２時間の時間外勤務手当を支給

	　13
	土
	週休日
	
	
	

	　14
	日
	週休日
	
	
	

	　15
	月
	
	
	
	

	　16
	火
	４時間の週休日の振替
	
	
	


　※　①は「あらかじめ割り振られている勤務時間」＝割振り変更前の勤務時間
　　　②は「当該週の実勤務時間」
　ただし、祝日など（代休日）が当該週にあって、休日勤務手当が支給される勤務を行っている場合はこの限りではなく、その週の週休日に時間外勤務を行い、翌週などに週休日の振替を行う場合は、人事委員会規則により、時間外勤務手当を支給しない規定が整備されている。

○　時間外勤務手当を支給しない規定
（ア）当該週の勤務時間　≦　割振り変更前の勤務時間＋休日勤務手当の支給される勤務をした時間

　の場合

（イ）当該週の勤務時間　＞　割振り変更前の勤務時間＋休日勤務手当の支給される勤務をした時間

　　　の場合

　　　　　　　

＜具体例２のＡ－祝日などで休日勤務手当が支給された場合の取扱い（その１）＞

	月/日/曜
	勤務の実態
	①
	②
	解　　説

	3/19
	金
	
	
	
	

	20
	土
	週休日
	
	
	

	21
	日
	週休日

６時間の時間外勤務
	40Ｈ
	50Ｈ
	２時間の時間外勤務手当を支給

４時間の週休日を3/30へ振替

	　22
	月
	祝日
８時間の休日勤務
	
	
	代休日を指定しないので８時間の休日勤務手当を支給

	　23
	火
	２時間の時間外勤務
	
	
	２時間の時間外勤務手当を支給

	　24
	水
	
	
	
	

	　25
	木
	２時間の時間外勤務
	
	
	２時間の時間外勤務手当を支給

	　26
	金
	
	
	
	

	　27
	土
	週休日
	
	
	

	　28
	日
	週休日
	
	
	

	　29
	月
	
	
	
	

	　30
	火
	４時間の週休日の振替（3/21分）
	
	
	

	　31
	水
	
	
	
	


　※　①は「あらかじめ割り振られている勤務時間」＝割振り変更前の勤務時間
　　　②は「当該週の実勤務時間」
解説　上記のようなケースは、3/21の６時間の勤務について、４時間の週休日の振替を翌週の３月30日に行ったものだが、この場合は3/22の祝日に８時間の勤務を行って、休日勤務手当が支給、かつ、当該週の勤務時間が割振り変更前の勤務時間と休日給が支給された時間（８時間）の合計が割振り変更前の勤務時間を超えているため、休日給が支給された時間分については、時間外勤務手当の支給はしない。従って、４時間を翌週に振替えたとしても25/100分の時間外手当は支給されない。
＜具体例２－祝日などで休日勤務手当が支給された場合の取扱い（その２）＞

	月/日/曜
	勤務の実態
	①
	②
	解　　説

	3/19
	金
	
	
	
	

	20
	土
	週休日
	
	
	

	21
	日
	週休日

６時間の時間外勤務
	40Ｈ
	46Ｈ
	２時間の時間外勤務手当を支給

４時間の週休日を3/30へ振替

	　22
	月
	祝日

８時間の休日勤務
	
	
	代休日を指定しないので８時間の休日勤務手当を支給

	　23
	火
	
	
	
	

	　24
	水
	
	
	
	

	　25
	木
	
	
	
	

	　26
	金
	
	
	
	

	　27
	土
	週休日
	
	
	

	　28
	日
	週休日
	
	
	

	　29
	月
	
	
	
	

	　30
	火
	４時間の週休日の振替（3/21分）
	
	
	

	　31
	水
	
	
	
	


　※　①は「あらかじめ割り振られている勤務時間」＝割振り変更前の勤務時間
　　　②は「当該週の実勤務時間」
解説　上記のようなケースは、3/22の祝日に８時間の勤務を行って、休日勤務手当が８時間支給、かつ、当該週の勤務時間が割振り変更前の勤務時間と休日勤務手当が支給された時間（８時間）の合計以下であるため、割振り変更前の勤務時間を超える勤務時間分については、時間外勤務手当の支給はしない。従って、3/21の６時間の勤務の内、４時間を翌週の3/30に振替えたとしても25/100分の時間外手当は支給されない。
＜参考－北海道職員の給与条例および給与の支給に関する規則＞

○　北海道職員の給与条例第14条３項

（時間外勤務手当）

３　第１項の規定にかかわらず、勤務時間等条例第５条の規定により、あらかじめ勤務時間等条例第３条第２項、第４条又は第８条第２項の規定により割り振られた１週間の勤務時間（以下この項及び次項において「割振り変更前の勤務時間」という。）を超えて勤務することを命ぜられた職員（再任用短時間勤務職員にあっては、常時勤務に服することを要する職員との権衡を考慮して人事委員会規則で定めるものに限る。）には、割振り変更前の勤務時間を超えて勤務した全時間（人事委員会規則で定める時間を除く。）に対して、勤務１時間につき、第18条に規定する勤務１時間当たりの給与額に100分の25から100分の50までの範囲内で人事委員会規則で定める割合を乗じて得た額に相当する金額を時間外勤務手当として支給する。

○　北海道職員の給与の支給に関する規則

（時間外勤務手当を支給しない時間）

第16条の４　道職員給与条例第14条第３項、学校職員給与条例第14条第３項及び警察職員給与条例第16条第３項に規定する人事委員会規則で定める時間は、次に掲げる時間とする。

(１)　休日勤務手当の支給される日が属する週において、道職員給与条例第５条第11項、学校職員給与条例第６条第11項及び警察職員給与条例第６条第11項に規定する再任用短時間勤務職員、育児休業条例第15条第１項に規定する育児短時間勤務職員等、育児休業条例第19条第２号に規定する短時間勤務職員及び任期付職員条例第８条第１項に規定する任期付短時間勤務職員（以下「再任用短時間勤務職員等」という。）以外の職員が休日勤務手当の支給される勤務を命ぜられて休日勤務手当が支給された場合に、当該週に週休日の振替等（道職員勤務時間等条例第５条及び学校職員勤務時間等条例第６条の規定による週休日の振替等をいう。以下同じ。）により勤務時間が割り振られたときにおける次に掲げる区分に応じ、それぞれ次に掲げる時間

ア　当該週の勤務時間が割振り変更前の勤務時間（道職員給与条例第14条第３項、学校職員給与条例第14条第３項及び警察職員給与条例第16条第３項に規定する割振り変更前の勤務時間をいう。以下同じ。）に当該休日勤務手当の支給される勤務をした時間を加えた時間以下になるとき　割振り変更前の勤務時間を超えて勤務した時間

イ　当該週の勤務時間が割振り変更前の勤務時間に当該休日勤務手当の支給される勤務をした時間を加えた時間を超えるとき　割振り変更前の勤務時間を超えて勤務した時間のうち、当該休日勤務手当の支給される勤務をした時間数に相当する時間

(２)、 (３)省略
割振り変更前の勤務時間を超えて勤務した時間





割振り変更前の勤務時間を超えて勤務した時間のうち、休日勤務手当の支給される時間数に相当する時間
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